
様式１（小・中）【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童が目的意識をもちながら学
び合い、自分の考えを深めたり広
げたりする授業を行う。自分の考
えを表現する場を授業の中に設
定する。

○なかよし学習を軸とした授業を
展開し、授業で「わかった」「がん
ばった」と肯定的な回答した児童８
０％以上

・「唐津の学びスタイル」に合わせ
たなかよし学習の実践を図り、深
い学びへつながる授業改善を行
う。チェックシートを活用して学期
毎に振り返る機会を設定する。

Ａ

・「なかよし学習」を進めながら、個別最適な
学びや協働的な学びに向かうための「児童進
行」や毎時間の「振り返り」について情報交換
や進捗の確認を行った。
・授業で「わかった」「がんばった」と肯定的な
回答した児童99％だった。

Ａ

・特に言うことなし。
・保護者の評価が高いのが素晴らしい。
・低学年からの積み上げがあり、高学年のよ
い結果につながっている。

各担任

●児童生徒が、自他の生命を尊
重する心、他者への思いやりや社
会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教
育活動

●道徳授業の充実と支持的風土
の学級経営により、人権意識や自
己肯定感，規範意識の涵養が出
来た児童８０％以上

・道徳科の授業づくりに関する校
内研修等の実施
・児童の実態に合わせた内容を取
り上げ、身近な問題として考えさ
せるようにする。

Ａ

・Ｑ－Ｕアンケートの結果を有効活用しなが
ら、学校全体で共通した指導や対応ができる
よう、生活協議会等で何度も確認した。
・各担任による道徳の授業は、実態を捉えた
内容で、児童の心に届く指導を意識できた。
・児童の人権意識等に関する自己評価達成
率は97％だった。

Ａ

・先生方の日頃の指導が生きている。自己肯
定感や充足感の高い子供が育っている。
・高学年が落ち着きもあり、周りに目が行き届
いているので、成長が見て取れる。打上小の
よい伝統が引き継がれている。

尾島・浜中（道徳教育推進
教師・人権・同和教育担
当・生活主任）

●いじめの早期発見、早期対応
に向けた取組の充実

●いじめ防止等（いじめの定義、
いじめの防止等のための取組、事
案対処等）について組織的対応が
できていると回答した教職員８０％
以上

・なかよしアンケートを毎月実施し、い
じめの早期発見・早期対応に努め
る。
・日々の児童観察を大切にし、アン
ケートに表れていない面についても、
気になることの早期発見・早期対応
に努める。
・毎月の生活指導協議会で対応の仕
方を協議し、組織的な対応を行う。

Ａ

・なかよしアンケートを毎月実施し、気になる
児童について取り上げながら、具体的な支援
策を共通理解して対応することができた。ま
た、アンケート結果については級外を含めた
全職員へ回覧し、確実に情報共有を行った。
・小さな事案に対しても、担任が一人で抱え込
むことなく、組織対応ができた。
・教職員の「いじめ防止のため、周りと協力し
て対応している」の項目に対する評価は90％
達成であった。

Ａ

・乱暴な言葉はほとんど聞かれない。
・なかよしアンケートを中心に、子供たちをしっ
かりと見守っていただいている。

浜中・吉田（生徒指導・いじ
め防止担当）

●◎児童生徒が夢や目標を持
ち、その実現に向けて意欲的に取
り組もうとするための教育活動。

●◎「先生はあなたのよいところ
を認めてくれていると思う」と回答
した児童８0％以上
●◎「将来の夢や目標を持ってい
る」について肯定的な回答をした
児童８０％以上

・自己肯定感が高まる取組を行い、積極
的に掲示物や放送で紹介するなど広報
に努める。
・外部講師を積極的に呼び込み、キャリ
ア教育を充実させる中で、自分の夢や
目標をしっかりと持てるような取組を行
う。

Ａ

・いきいき学ぶからつっ子育成事業費等を有
効活用し、キャリア教育につながる取組を各
学年バランス良く実施することができた。
・「先生はあなたのよいところを認めてくれて
いると思う」児童の肯定的回答96％。
・「自分で決めたことや夢（目標）に向かってが
んばっている」児童の肯定的回答97％。

Ａ

・夢に向かってがんばる項目について、保護
者の評価が少し低く出ているが、社会体育な
どをみると、打上の子供たちがしっかりと育っ
ているのを感じる。

諸岡・永田（キャリアパス
ポート担当・特活主任）

○特別活動による自主的で実践
的な態度の育成

〇「よく見る・よく聞く・よく考える」
を合い言葉に、学習や活動に真
剣に取り組むことができたと答え
た児童8０％以上

・活動の前にめあてを確認し、意識さ
せ、活動の後には振り返りの場を設け
て、頑張りや協力の視点で発表させた
り、まとめたりする。
・授業中の友達の発言をしっかり聴くよう
指導し、話す人も相手を意識させる。

Ａ

・全校集会や児童集会等の機会を活用し、全
校の前で意見する場面を意図的に設け、一人
一人の自信につながる取組を行った。
・活動の反省や感想等では低学年の児童も
意見を述べることが増えた。
・「何かあった時、その解決に向けて自分で考
えて取り組んでいる」児童は96％。

Ａ

・しっかりと話を聞ける子供が育っている。例
えば、相手の顔を見て話を聞く、頷く、わから
ないことは聞くなど、当たり前のことをきちんと
やれている。先生方の指導の賜物である。 永田・諸岡・宮原（特活部）

●「望ましい生活習慣の形成」

●「安全に関する資質・能力の育
成」

●「早寝・早起き・朝ごはん」の習
慣ができていると回答した児童８
５％以上
●児童生徒の交通事故を０（ゼ
ロ）にする。

・保護者への啓発と児童への声か
けを頻繁に行う。

・集団下校前の指導の中で交通
安全に触れ、安全意識の定着を
図る。

Ａ

・「早寝・早起き・朝ごはんができている」と回
答した児童は90％。しかし、全く当てはまらな
いと回答した児童や保護者もおり、全員が達
成できるような取組の精査が必要である。
・できるだけ集団で登下校できるような仕組み
を整え、登下校中を含め、年間を通して交通
事故や大きな生活事故は０であった。

Ａ

・朝ごはんを全く食べていない子供はいないよ
うで安心した。
・早寝早起きは決まった子供ができていない
ようだが、保護者への啓発を今後も継続して
行ってほしい。

山村（佐々木）・井上（栄養
教諭・保健担当）

○体力向上を意識した取り組み ○アンケートで「元気に外遊びや
体力づくりができた」と答えた児童
80％以上

・体育の行事や授業の中で、児童一
人一人がめあてを持って体力向上に
取り組むことができるようにする。
・外遊びを日常的に促す。 Ｂ

・アフターコロナの下、体育関連の行事を例年
通り実施したり、ブロック（縦割り）遊びで外で
の遊びを取り入れるなど工夫・改善を積極的
に行った。
・児童の「よく運動や外遊びをしている」の回
答は88％と高かったが、教師や保護者の外
遊びへの意識が高くなく、意識改善が必要。

Ｂ

・外遊びについては時代の流れだろうか、学
校外ではなかなか見かけなくなった。学校で
の取組や意識付けは大いに評価できる。
・歩いて登校も強制することは難しい。一番
手っ取り早く体力をつけられることとは思う
が。今の取組を続けてほしい。

中尾・田代（保体部）

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守す
る。

・時間外勤務時間を月平均30時間以
内を目指す。（年間360時間以内）
・業務の精選と効率化を図り、質の高
い業務内容を目指す。

Ａ

・４～１２月の時間外勤務時間は、月一人平
均27.26であった。目標としていた30時間を切
ることはできたが、職員の中には数名、帰りの
時間が遅くなったことへの反省がみられた。

Ａ

・時間外勤務時間が年々減っているとのこと
で、このまま効果のある取組を続けてほしい。 松竹・吉田（服務・業務の

効率化担当）

○年次休暇の積極的な消化のた
めの意識改革

○個人が持っている年次休暇の
消化を２５％以上

・定時退勤の推奨
・行事の精選による放課後の時間
の確保
・記念日休暇の積極的取得

Ａ

・令和５年の年次休暇消化率は、一人平均
29.8％で目標の25％を上回ることができた。
・長期休業中を中心に積極的な年次休暇消
化がみられた。平日も気軽に消化できる雰囲
気の醸成に努めることができた。

Ａ

・特になし。
松竹・吉田（服務・業務の
効率化担当）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○ＩＣＴ利活用教育の推進

○１人１台端末活用の推進 ○１人１台タブレットを活用できた
と答えた児童と教師80％以上

・教職員間でタブレットの活用法を
共有するとともに、校内研修等に
より取組の促進を図る。

Ｂ
・「勉強する時、タブレットを使ってするのが好
き」と回答した児童は93％。しかし、その活用
に教師や保護者は満足しておらず、活用方法
の見直しと検討が必要である。

Ａ
・タブレットを持ち帰った時、保護者も我が子
が何をしているのかわかっていないのでは？
・情報モラル教育も含め、継続的な活用と保
護者への周知をお願いしたい。

田代（ICT担当）・各担任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５ 総合評価・
  次年度への展望

・今年度は不登校や長期欠席の児童を出さない・つくらない取組を学校が一体となって実施・実現することができた。教職員間の情報共有は密に行うことができており、一人で抱え込まないチームとしての体制づくりを確立できた。
・インクルーシブ教育やＳＤＧｓの視点で教育課程を仕組み、周りの人のことも考えられる社会性や自ら進んでいろいろなことに取り組める積極性を身に付ける児童を育成することができた。
・何事にも「本気」でチャレンジし、友達と仲良く学校生活を送ることができる環境を様々な角度から整えることで、伝統的な打上っ子らしい「真面目で、明るく、優しい、思いやりのある児童」を育てることができた。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１ 前年度
  評価結果の概要

【学力向上】学力向上対策評価シートに示したマイプランを１００％達成。学習状況調査結果からも、保護者から児童や教職員の頑張りを評価してもらえた。
【キャリア教育】自分が決めたことや夢・目標を意識して取り組むことができた。ゲストティーチャーを迎える取組を増やし、キャリア教育の充実を図ることができた。
【心の教育】よくあいさつし、友達や下級生への面倒みもいい。素直でよい打上っ子が育っている。いじめの早期発見・早期対応・組織的対応ができている。課題解決について、自ら考えて取り組んだ児童が９６％であった。
【健康・体つくり】コロナ禍ではあったが、体力向上のための取組を充実させた。元気に外遊びや体力作りができた児童は９５％であった。「早寝・早起き・朝ごはん」の達成率も９０％を超えることできた。

２ 学校教育目標 夢中になって躍動し 共に たくましく生きる子どもの育成

３ 本年度の重点目標
◇進んで課題解決を図る子（夢中になって躍動）・・・・・・・・・・やる気【知】
◇思いやりのある子（共にかかわる）・・・・・・・・・・・・・・・がまんの気【徳】
◇心身の健康に関心をもち、やり遂げる子（たくましく生きる）・・・げん気【体】

学校名 唐津市立打上小学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
最終評価 学校関係者評価


